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l電源開発株式会社池原発電所納

113北VA変圧器完成

口‾ゝ二′二;製作所では,このほど電源開発株式会社池原発電所納の113

MVA屋外用要素上一入式三相変虹器2‡ナを完成した｡同発電所には

さきに198MVA変臣器2台を納入しておi),今回完成した変圧器

はⅠⅠ朋工事分として納入Lたものである､｡

池駄発電所ほ揚水発電所であり,この変圧旨凱土発電電動燐に接続

され,発電時iこは発電機電虹を275kVに昇正し,揚水柑こは辿に

275lくⅤ線路側より肺旺して充′正絹動依左,棍動機として駆動するた

J)に址用されるし--

なお電動機として起動する駄 系統へのショックを小さくこするた

小7〕低打倒に設く十らjtたニ仁尾圧_タップを使用-j‾る.｡碇格竜山よ1次が

16kVで8kVの起動用メ ゾブを有L,2次は(F二)287.5一(R)275-

げ)262.5l{Ⅴで絶縁階級は1次20ゝ∴ 2とク･消去路側200うぅー,中性∴1ミ

側20号であるっ

木変圧器は揚水発電所用対陣比変址器としてわが国長大容量で

ある.っ

図1113加王VA屋外川窒素封入式三木E】変址旨琵ト

戎印l叩Tr■瀞訂l叫一サー､･､柵r-､_′.一伊
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■首都高速道路公団納

トラフィックカウンタ完成

このたび,日立製作所ほ首都高速道路公用羽‖‖斗金所にトラフイ

ヅクかランタ(車両台数計数装置)を納人した｡

これは道路を通過する自動車の台数を自動的に計数する装置で,

有料■高速道路や交通まひを起こしやすいところに設置して,通路の

利f｢]度を既視したり交通まひ対策の信号制御に重要な役割をほたす

ものである1_ノ

同列旦は路面上に設置された/ミネ鋼製ふム板を車両がふむと検出器

に交流電圧が発生する｡ここれノシミシリ=ソトランジスタ回路で増幅,

_鮒茄,整形され,限時回路によって車両1子†で1発のノミルスが作ら
jtる〔〕このパルスは積算記録装置で積算され所定の時刻i･エディジタ

′L印字される｡

この装置は道路の各車線別に1個ずつ設置し,車線ごとの通過台

数を積算し表示する｡検出精度は0.5%使用温度は-10､＋60℃で

ある｡

今回,完成したものは日立独得のもので,(1)構造が簡単で堅

ろう,低廉である｡(2)扶持の影響をまったくう(すない｡(3)ふ

み板式検出部の感度および出力電圧が大きいなどの,すぐれた特長

をもっている｡

日1‡製作所ではこのほかにループコイル式車両検出器(普通の鉄

瞞入り道路にも使用できる)など交通制御関係で次の各種装置を開

発中である｡

(1) ワンマンバス自動切符販売機

(2)｢1動料金徴収装置(有料道路の料金徴収用)

(.7)

(81
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図2 トラフィ ックカウンタ

最適パス決定装置

信号灯制御装置(交差点用点制御.線制御,面制御)

トンネル内申両検出装置

バス,ターミナル交通制御装置(コンピュータ,コントロ

ールも含む)

地域別交通量伝送,積算,記録装置

駐車場信号制御装置
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■交流碍子洗浄装置付活線作業車完成

口‾ゝt娼望作所では,l‾Ⅰ本国古紙追技術肝究所のデータこ基ついて好子

究試作中であった交流碍‾r一社浮装岸引寸活線作業中を完収し′た= 本作

業申は交流20kV電中線粍の括線状態こある充電部将十執士作美

車を走らせながら連続泊描することと.電車線路の補隊士どミ･i告モ:壬‡

状態:こて作業するためのものてある′

本作業卓はけん引単により軌道上を移動する二 操作室前弧二倍テ

描線洗浄作業用の水タンク,洗剤頼タンク,給水弔エンジンホン7

洗浄用エンジンバミンプおよび涜捧装置を積載し,また架線i･和打ド業

用として水タンク中央上伯に括根作業台･し絶縁脚上)を装持して十二･

り,この任の作業車としてはわ1∴国初めてのものてあざ1′結束し｢丁什

業碍子清拭に代わり威力を発揮十るものと期待される=

おもな仕様としては連結旨;摘鮎灘4β10nllll最大幅2､070111三11J!三

大高さ4,5551111Tl.菰量は運転割即寺7,500kg,空車咋4,1001こg最

高披けん引速度501く1Tlパ1,水タンク偉量3,150/.洗剤‡た′ごンク･ニ′二

r功甥

幽

㌧

茄

図3 交流碍子涜淳装置付活緑作業中

冠二100/.‡ニヒ掃ノズ′こ′口三力点∫i‡1Pl{gノ′■cnl巳たどてある二

由新方式のレベルパーク形駐車設備完成

このほど口l'′二製汀印卜二■こ三,中形東和中107三rを収一プ_≠す

るレベ′レバーク形j.§ト申請鵬ち,ノセjj乾した-ノ

レベル′ミークは平面循環式てあるたユち安全性カ'l応√二

騒音も少ないて さらに二間.三甲と垂′子ユることケ∴二せ.

入汁=不動作左･･-･千㌻J)1+フトニ日勤的こ7‾テなうこと二〕､▲てき

るなど,特長ほ数多い-

l‾lこ仁製作所水口工場内こ吉'上還さ九アニ本設隋∴王同工場の

特殊試験設術の一つとして使Hトナるほか, R

用として使用しており,各方面より好評を博しで､､る

レベルパークの循環動作ミニ横道り∴ざゴよび縦送りの二

工モー主動作をくり返すことにより行なう=.この横道りここ三

特殊な-アーム楼構を,また縦送りにはチエン位牌を詫間

している｡.力の伝達部分はすべて非金属接触とし静粛′士

道転を｢更】るほか,機器各部の防水,【妨し■んに留意し匿′ン〔

用としても 卜分な性能を発托てきるよう種々の注意ノニ･､ご､ir′一手してし

■ 日本国有鉄道納

楕けた架設用特殊操童車(ソー300)完成

Rl■亡製rF所で(ま,このたび日本国有鉄道納橋:ナた架設

用専用機伐としての探査車(.ソー300形式4-4軸複式ボギ

ー操垂車)を完成し納入した二

橋けたを架設したり,取り換ニLたr)するこはいろい()

方法があり,日本国有鉄道では40年ほど前から各種J〕キ

用故械を製作活用してきたが,架設,取り換えに対する

制約条件が往時より段々ときぴしくなり高能率な操董卓

の出現が望まれていた.｡この要求にこたえて日立製作所

では昭和35年には,ソー200形の新鋭操京車2両を製作

納入し,現在東京第二工事局操棟部の直轄下でめざまし

い実績をあげている｡今回引き続き,第3次5個年計画

による膨大な工事費を消化するために,ソー200形をさら

悍卜1 レべ′Lハークモ多駐車設備

る- フ′二.㌢ゴ,操作プ了法は押+ミグン式完全r｢‾i勤てある

-108…

図5 橋けた架設用特殊操重車
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に改良した新主鑓機の製作が計軸されこのたびソー300形の出現を克

たものである｡

その主要な特已ほ,推進段間車を併問せす,日立V3V形デ1-一

ゼル機関を搭載して,自走式とし,作業現場での級数性をもたせた

ばかりでなく,ブーム先端の許容市振量を飛躍的に増大して複線†′ド

業を可能とし.活動範囲を大幅に拡大させたニ.と一子ある= また巻上

(つり容量35t),首振り(左オiノナゴのおの41ュ1まで可能),丁ウ卜.でカ

■沿層用切透かし式坑道掘進機完成

このほど,日立‾製作所は中野 莱式三三汁‾掛三吉鉱業所

納の沿層用切透かし式坑道掘進榛を完碇し現地て実稼動

に入った｡

最近,炭鉱の践械化が進‡Jに結し､坑道鼎壁用瞭帆一つt仁

変性がたかまっで臼り,結こ-∵三億を払‡適する二±の多ト

わが国の音fi層坑道三酎古に過した掘進機の開発ノ1､こ多方面力一

ら望まれていたが,木機はこれにこたえたものて,まず

前頭部iこ臓えた兵さ2111のジブーニ坑道ゾ〕下僚標に切通

一には高旺油圧を用いて,樺器のコンパクト化をはかるとともに.

作業能率を向上させている二

木機の作業範囲は全国に及ぶため,特にきびしい寸法(_第三縮小

限界)と軸重の制限を守りながら仕様を満足させるため,各部材に

特殊材料を使用し,また/ミランスウェートほブームの動きに連動し

て移動するなごの工夫をして小形軽量化をはか(ているご

､瀞感頚駁驚j

かしを作iフ,次に切透かしノをつ･:十たl二部を作孔し発政子ノ

かけ,発破後の恥答した石〃′ミヤ硬(､ずr)トン.2本のシ∴丁

でかき寄せなが仁っ#∈込を行たい りヤーニンべヤよりさ

らにモノレー′しコンペ一三し†をへて,後方-フ〕JJ三ヰニ許に連続的に掛主七行

なうもので,これらの作業を結合條械化した坑道掘進燐てあろ=

この切透かし方式の掘進傑こ三.外国にも倒し｢なし､新方式nもしつ

1_真一6 坑 氾 花 道 横

で,3.6m川扁J∴2.71了l塙さノの坑道桝面を月当たりの進行速度30〔)lⅥ

の打収続を+二･:ずることかできる､｡唱動機は90kⅥTで積込能力は

120t′′ノ■11,ノテE右.一丁ゴよび前進く王油U≡彗‡主動式となっている..▲

■EITAC8200電子計算機システム完成

このはど日立製作所てこま,第3世代の電子計貸緻として恥チト9月

発表したHITAC8000シリーズのうちHITAC8200を･完環し,11土

製作所神奈川工場EDPセンターに設置,本年6月に多数のニー→ド

顧客を集めその完成披露ならびに実演を行ない好諦を博した二

HITAC8200ほ事務分野のデータ処刃!に特にシャープな性能む右

するもので,月当たりレンゲ′レも100万､250万円と′J＼形並みの価格

でその処理能力ほ中形以上のものを持っている.= またこのシステム

は,機械的論理構造を簡単iこし,プログラミングの手法も容易ニ,

かつ撰作何の取扱いですさについても十分倹,言寸設計さjtている.ニ

フトウニ7の而こ?ゴいてに,COBOL,FORTRANをはし､Jノ〕とする

各種プログラミング言詑 ♯一ビスプログラムなど豊富なソフトけ

ェ7が£郡モされている.
HITAC8200は 8100に次いで8000シリ∽ズの2番Rのシステ

ムて-さらに,8300,8400.8500と規模の大きなシステムがあり,す

べて共通の入出力装置とプログラムの互換性を有して才ごりシステム

の拡張がきわめて容易に行なえる｡現在8100およぴ8300以上のシ

ステムも急ピッチで製作さメtており逐次完弦する予定であるニ

図7 HITAC8200電子計堤降システム

ー109-
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■ 日立オンライン･バンキングシステム完成

日立製作所では日本国有鉄道,全口本空輸株式会社納入の転宿予

約システム,東海銀行株式会社の為替交換システムなど大規模なオ

ンラインシステムの経験をもとこ･こ,このたびHrrACオンライン･

/ミソキングシステムを完成した｡そしてこのシステムの端末装置

としてはHITAC9040銀行窓口装置を開発した｡

本システムはセンターに高い信頼度と処理能力を有しかつ強力な

割込機能を誇るHITAC8000電子計算システムを置き,各営業附こ

上述HITAC9040を設置し,その間を通信線で結んだもので,営業

店で行なわれる取引はすべて通信線を通じてセンターに送られ,電

子計算システムに記憶されている元帳を用いて,照合,演算,更新

など取引に関するすべての処理がなされる｡そしてその結果が営業

店に返送され,伝票,通帳,ジャーナルテープに印刷される｡この

間の処理に要する時間はほんの数秒で,一般の銀行業務でもっとも

人手と時間を要する窓口業務が迅速化,合理化されるだけでなく,

顧客への実質的なサービス,経常への有効な資料の即時rF成が可能

iこなる｡

■宇宙通信用Ⅱe冷却低雑音増幅装置

郵政省電波研究所より受注

このほど口1‡製作所では,郵政省電波研究所より,H｡冷却低雑

音増幅装置一式を受注した｡このH｡冷却低雑音増幅装置は,ア

メリカ航空宇宙局(NASA)が本年12月から打ち上けるATS(Ap-

plications Technology Sate11tile)と通信するために電波研究所鹿

島支所に設置される地上局設備の主要部分である｡この増幅装置は

極低温(4.6亡Kリ､下)で動作する4GC帯(中心周波数4.1～4.2Gc)の

こ可8 R五十ンライン･∴ンキン ブシステム

低維音増幅装置で冷却方式は,ヘリウムよi･こるクローズド,サイク

ノン式のものである.二′この装置の構成ほ,増幅装置と冷却装置から成

f_),増幅装置は,低雑音増幅部,後置増幅部,遠隔制御などから

成る｡

この増幅装置の増幅利得は50dBリ､上,増幅帯域幅は30Mc以

上､増幅帯域l勺利得偏差ほ1dB｡_｡以内,等価雑音温度は25qK以

下となっており､特に等価維音温度が低いという点で,その仕様は

世界最高接に属し,この種の技術を解明することは,大いに意義

ニウニある.｡

……編集後記‥‥‥

タンデムコールドミ′しのオートメ〉ショソ化こま,近年めぎましい

発展をとげているが,電子計算機の導入によりさらに飛躍的な進展

が期待さ加ている｡

∵タンデムコーノしドミルの自動運転_1では,日立製作所日立研究所

こおいて開発されたアナログ式自動運転装置の概略について紹介す

るとともに,仕上り板厚調整,スタント■間張力の調整,負荷平衡な

どの通板直後,加減速時における操作などの自動運転について,そ

の概要を述べている｡

◎

このたび,現地据付を完了し好調裡に運転開始した中部電力株式

会社武豊火力発電所220,000kW火力発電設備ほ,幾多の鮭秀な国

産技術を随所に駆使した新鋭設備である｡

｢中部電力株式会社武豊火力発電所納3,600rpm,220,000kWタ

ンデムコソ/こウソド再熱蒸気タービン+およびこれに続いて掲載し

た 中部電ソJ株式会社武豊火力発電所納262,388kVAタービン発電

機+の2論文で本設備の概要を報告したニニ

◎

産業構造の重化学工業化と相まって,最近におけるわが国化学工

業の躍進には日ぎましいものがある｡ますます人形化,複雑化する

化学プラント,その完成のためには境ノ]なェンジニ7リングファー

ムと総合技術が駆使されなけjlはならない｡

本弓一の特集ほ 一日立の化学プラント∴ 丁化学プラント用蒸留塔の

最近の進渉_･,｢最近のエチレンプラント用Selas分解炉_lなど7編

の論文を収録し,‾化学プラント特集_iを掲載した｡ノブ全の体制を誇

る日立化学プラント技術の全はうを紹介Lたものであり,諸賢のご

柑∃待に応えるものと信する.｡

◎

巻頭一家一言憫にほ,素点大学教授 化学⊥学協会会長 藤田重文

氏より【化学工業′芋とプロセスメーカー_ と越する玉稿をいただい

た｡誌上を借り深く感謝の意を表する｡

日 立 評 論 舞48巷 弟8号

昭和41年8月20日印刷 昭和41年8月25日発行

(毎月1回25日発行)

<禁無断転載>

定価1部150円(送料24円)

◎1966by HitacbiHyoronsha PrintedinJapan

乱丁落丁本ほ発行所にてお取りかえいたします｡
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